
地域で、子育てのお手伝いをしたり、
悩んでいるお母さん、お父さんの
相談にのる活動や、

障がいのある人が、まちで幸せに暮らせ
るお手伝いをする活動や、

地域で、１人暮らしや寝たきりの高齢者
に、栄養の整った食事を届ける活動や、

地域に住むみんなが「安心・安全」に
暮らすための活動や、

共同募金は、地域をつくる市民を応援していきます。

《特集》障害や疾病がある人の「働く」を支える
《うぉろ君の気にな〜るゼミナール》  

「#Me Too」って？
《ウォロ'sトピック》

大阪北部地震の見えない被害
《実録・市民活動「私のいちばん長い日」》

タイの障害者よ町へ出よう　
——バンコクの長い夜
石田 易司 （桃山学院大学名誉教授）

《鬼怒川水害　常総市発〜現地から伝える「被災地の今」》

広げたい地域防災 住民参加の避難所整備
横田能洋（認定NPO法人茨城NPOセンター・コモンズ　代表理事）

《V時評》

1. オリンピックボランティアをめぐる課題
2.市民活動における「合宿」の効用

《ドクター長浜のソーシャルマネジメントの処方箋》

営利ビジネスと社会課題を解決する
ビジネスの違い
長浜 洋二 （モジョコンサルティング合同会社　代表）

《現場は語る　～コーディネートの現場から》

京都動物愛護センターのボランティアコー
ディネート　
〜自主性を促す仕組みとコミュニケーション
岡本 卓也（まちとしごと総合研究所）　

《市民活動の暦（こよみ）～ 8月、9月にあったこと 》 

140年前……高知県の楠瀬喜多が女性戸
主として区会議員選挙での選挙権を要求

《U35》 

井上 泰孝さん（特定非営利活動法人Crèche　代表理事）　

《この人に》 

望月 衣塑子さん（東京新聞社会部記者） 

《アゴラ／シネマ／ライブラリー》

「まめ書房」／『夜明け前　呉秀三と無名
の精神障害者の100年』／書籍紹介

《傍聴カフェ〜裁判からみえる社会》 

ケースNo.8「銀行カードローン殺人」

  ① 

  ⑱   ⑩ 

  ⑪ 

  ㉑ 
  ⑫ 

  ㉔ 

  ㉒   ⑬ 

  ⑯

  ⑭
  ㉖ 

  ㉘ 

市民活動総合情報誌／ボランティア・NPO をもう一歩深く

地域のいろいろな活動のために役立てられます。

●共同募金会では、今年の重要配分テーマを『障がい児・者の福祉の増進』とし、障が
い児・者を支援する事業に対して積極的に助成いたします。また、全国共通助成テー
マである「地域から孤立をなくそう」に関わる事業をはじめ、社会的課題を解決する
ための事業や社会福祉制度の「はざま」となる事業、先駆的・開拓的な事業など幅広
い民間社会福祉事業、地域に根ざしたさまざまな福祉活動の支援を行ってまいります。
●国内で大きな災害が発生した時は、共同募金は都道府県域を超えて、被災地で被災し
た人たちを助ける活動の支援も行います。
●寄付金には、税の特典があります。会社など法人の寄付金は、全額損金算入できま
す。個人の寄付金は、所得税の所得控除または税額控除、住民税の税額控除の対象
になります。



1 2018. 8・9 ウォロ　8・9 月号（No.520）

【特集チーム】
磯辺 康子、上林 康典、小林 敏昭、　
小林 政夫、永井 美佳、中川 智子、
牧口 明、増田 宏幸、百瀬 真友美

「働く」ことは、生活の糧を得るためだけでなく、人と関わる機会や成長をもたらす重要な機会でもある。障害や疾病
がある人にとっても、それは同じだ。
そうした人たちが就労し安心して働き続けるためには、就労支援政策の提言や、働こうとする当事者と雇用主それ
ぞれへの働きかけ、また障害や疾病への理解を促す啓発といった活動が必要だろう。障害や疾病がある人の「働く」
を妨げているものは何か。それに対して市民はどう取り組んでいくのか。多様な働き方が広がりつつある今、働く場
から疎外されやすい障害者や疾病患者の「働く」を支えることについて、改めて考えたい。

［ 特 集 ］
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え
や
地
道
な
提
言
活
動
だ
っ
た
。そ
の
一
翼
を

担
っ
て
き
た
団
体
が
、
働
き
盛
り
の
が
ん
サ
バ

イ
バ
ー
（
治
療
中
の
人
を
含
む
す
べ
て
の
が
ん

の
体
験
者
）
や
家
族
、
医
療
者
、
企
業
関
係

者
ら
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
組
織「
一
般
社
団
法
人

Ｃ
Ｓ
Ｒ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」（
東
京
）
だ
。

　
「
Ｃ
Ｓ
Ｒ
」
は
「C

an
cer Survivors 

R
ecruiting

」の
略
。
約
３
０
０
人
の
会
員
が

お
り
、
が
ん
サ
バ
イ
バ
ー
で
、
か
つ
医
療
や
人

事
・
労
務
な
ど
の
専
門
性
を
持
つ
メ
ン
バ
ー
も

少
な
く
な
い
。「
が
ん
と
就
労
に
関
わ
る
さ
ま

ざ
ま
な
問
題
の
調
和
と
解
決
」
を
ミ
ッ
シ
ョ
ン

に
掲
げ
、
が
ん
体
験
者
が
就
労
に
つ
い
て
語
り

合
う
「
サ
バ
イ
バ
ー
シ
ッ
プ
・
ラ
ウ
ン
ジ
」
を
開

く
ほ
か
、
相
談
、
調
査
活
動
を
続
け
て
い
る
。

　

代
表
理
事
の
桜
井
な
お
み
さ
ん
自
身
、
設

計
事
務
所
に
勤
務
し
て
い
た
04
年
、30
代
で
乳

が
ん
の
診
断
を
受
け
、退
職
を
余
儀
な
く
さ
れ

た
。
そ
の
経
験
か
ら
、
が
ん
サ
バ
イ
バ
ー
ら
が

中
心
と
な
っ
て
、「
サ
バ
イ
バ
ー
シ
ッ
プ
」（
が
ん

体
験
者
が
生
活
し
て
い
く
上
で
直
面
す
る
課

題
を
周
囲
の
人
々
と
乗
り
越
え
て
い
く
こ
と
）

の
理
念
を
広
め
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人「
Ｈ
Ｏ
Ｐ
Ｅ
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」（
07
年
に
法
人
格
取
得
）
を
設

立
。
同
法
人
の
活
動
の
中
か
ら
特
に「
働
く
こ

と
」
に
焦
点
を
絞
り
、09
年
に
始
動
し
た
の
が

「
Ｃ
Ｓ
Ｒ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」（
11
年
に
社
団
法

人
化
）
だ
っ
た
。

　

桜
井
さ
ん
は
、
自
身
が
診
断
を
受
け
た
当

時
の
状
況
に
つ
い
て
「
症
状
や
副
作
用
に
つ
い

て
は
説
明
を
受
け
る
け
れ
ど
、
そ
れ
が
自
分
の

生
活
に
ど
ん
な
影
響
を
及
ぼ
す
の
か
と
い
う

こ
と
が
分
か
ら
な
か
っ
た
」
と
振
り
返
る
。
患

者
は
「
パ
ジ
ャ
マ
を
着
た
ま
ま
、
社
会
へ
放
り

出
さ
れ
る
」
よ
う
な
状
況
に
あ
り
、
社
会
復

帰
の
道
筋
に
つ
い
て
相
談
で
き
る
場
は
身
近
に

な
か
っ
た
。
仲
間
と
と
も
に
「
Ｈ
Ｏ
Ｐ
Ｅ
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
の
活
動
を
始
め
、
患
者
の
声
を
聞

く
う
ち
、
課
題
と
し
て
浮
か
び
上
が
っ
て
き
た

の
が
「
就
労
」
の
問
題
だ
っ
た
。
そ
し
て
「
そ

の
課
題
が
個
人
レ
ベ
ル
の
問
題
な
の
か
、
国
レ

ベ
ル
の
対
策
が
必
要
な
問
題
な
の
か
を
見
極

め
る
必
要
が
あ
っ
た
」
と
桜
井
さ
ん
。
そ
の
た

め
、
Ｃ
Ｓ
Ｒ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、「
相
談
」
と

両
輪
を
な
す
活
動
と
し
て
、デ
ー
タ
を
把
握
す

る
「
調
査
」
を
重
視
。
調
査
を
通
し
て
見
え

た
実
態
を
社
会
に
発
信
し
、そ
れ
が
国
の
政
策

や
社
会
の
意
識
を
変
え
る
力
に
な
っ
て
き
た
。

働
き
方
が
変
化
、

収
入
減
少
に
も
直
面

　

で
は
、
が
ん
サ
バ
イ
バ
ー
は
、
就
労
に
関
し

て
ど
の
よ
う
な
課
題
を
抱
え
て
い
る
の
だ
ろ

う
か
。

　

Ｃ
Ｓ
Ｒ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
10
年
に
実
施
し
た

「
が
ん
患
者
の
就
労
と
家
計
に
関
す
る
実
態

調
査
」（
対
象
＝
８
５
５
人
）
に
よ
る
と
、
が

ん
罹
患
で
21
％
の
人
が
依
願
退
職
や
解
雇
、廃

業
に
追
い
込
ま
れ
、休
職
や
休
業
を
含
め
る
と

30
％
の
人
が
仕
事
に
影
響
を
受
け
て
い
た
（
グ

ラ
フ
１
）。
ま
た
、
定
期
的
な
収
入
が
あ
っ
た

20
〜
69
歳
の
人
の
う
ち
、67
％
が
「
収
入
が
減

少
し
た
」と
回
答
。
個
人
事
業
主
は
特
に
厳
し

い
状
況
に
置
か
れ
、
７
割
の
人
が
休
業
や
事
業

縮
小
な
ど
何
ら
か
の
影
響
を
受
け
て
い
た
（
グ

ラ
フ
２
）。

　

さ
ら
に
、「
家
計
や
生
活
に
影
響
が
あ
っ
た
」

と
し
た
５
７
０
人
の
う
ち
、58
％
が
「
生
活
を

切
り
詰
め
て
い
る
」
と
し
、住
宅
取
得
を
断
念

し
た
り
転
居
し
た
り
し
た
人
も
い
た
。
が
ん
に

罹
患
す
る
と
、
働
き
方
が
変
わ
り
、
収
入
の

減
少
や
治
療
費
の
負
担
な
ど
で
生
活
が
厳
し

が
ん
患
者
の
約
３
分
の
１
は

「
就
労
世
代
」

　

日
本
で
年
間
約
１
０
０
万
人
が
新
た
に
診

断
さ
れ
、２
人
に
１
人
が
一
生
に
一
度
は
罹り
か
ん患

す
る
「
が
ん
」。
医
療
の
進
歩
で
、
も
は
や
不

治
の
病
で
は
な
く
な
り
、
現
代
は
「
が
ん
と
共

に
生
き
る
時
代
」に
な
っ
て
い
る
。
そ
し
て
今
、

大
き
な
社
会
的
課
題
と
な
っ
て
い
る
の
が
「
が

ん
と
就
労
」の
問
題
だ
。
が
ん
に
罹
患
す
る
人

の
約
３
分
の
１
は
就
労
世
代
（
注
１
）
で
、厚
生

労
働
省
の
国
民
生
活
基
礎
調
査
（
２
０
１
０

年
）
に
基
づ
く
集
計
に
よ
る
と
、治
療
を
続
け

な
が
ら
働
く
人
は
約
32
・
５
万
人
に
の
ぼ
る
。

　

こ
う
し
た
現
状
を
受
け
、国
も
「
が
ん
と
就

労
」
の
問
題
に
本
腰
を
入
れ
始
め
、16
年
に
改

正
さ
れ
た「
が
ん
対
策
基
本
法
」（
07
年
施
行
）

に
は
、事
業
主
が
雇
用
継
続
に
配
慮
す
る
責
務

や
、
国
・
自
治
体
が
が
ん
患
者
の
就
労
に
関
す

る
啓
発
を
行
う
こ
と
な
ど
が
盛
り
込
ま
れ
た
。

国
を
動
か
し
た

患
者
自
身
の
動
き

　

国
の
動
き
を
促
し
た
の
は
、患
者
自
身
の
訴

「
が
ん
と
就
労
」に
焦
点
当
て
活
動
　

事 例

一
般
社
団
法
人
Ｃ
Ｓ
Ｒ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

代表理事：桜井 なおみ
所在地：東京都
設立：２００９年活動開始
　　　２０１１年一般社団
　　　法人化
連絡先：info@workingsu
　　　　rvivors.org
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ウォロ２年分（12冊）を
挟み込めるバインダーです。

（ウォロ１冊５００円＋送料２５０円）
お問い合わせはウォロ編集部／office@osakavol.orgまで

　
「#M

e Too

（
ミ
ー
ト
ゥ
ー
）」
と
は
、「
私

（m
e

）
も（too

）」
を
意
味
す
る
英
語
に

＃（
ハ
ッ
シ
ュ
タ
グ
）を
付
け
た
Ｓ
Ｎ
Ｓ
用
語
。
セ

ク
シ
ャ
ル
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
や
性
暴
力
の
被
害
体

験
を
告
発
す
る
時
に
使
わ
れ
る
。
欧
米
で
は

「#M
e Too

」
運
動
に
関
連
し
て
、「Tim

e ,s 
U

p

（
時
間
切
れ
＝
も
う
終
わ
り
に
し
よ
う
）」

運
動
も
提
唱
さ
れ
た
。ハ
リ
ウ
ッ
ド
の
大
物
プ

ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
の
長
年
の
セ
ク
ハ
ラ
行
為
へ
の

告
発
に
端
を
発
し
た
「#M

e Too

」
は
、映

画
業
界
だ
け
で
な
く
あ
ら
ゆ
る
分
野
へ
、
ま

た
欧
米
だ
け
で
な
く
世
界
中
へ
と
広
が
り
、ハ

ラ
ス
メ
ン
ト
が
ま
か
り
通
る
時
代
は
終
わ
り
に

し
よ
う
と
い
う
運
動
の
代
名
詞
と
な
っ
た
。

　

日
本
で
も
「#M

e Too

」
運
動
は
展
開

さ
れ
て
い
る
。
伊
藤
詩
織
さ
ん
は
『B

lack 
B

ox

』
を
出
版
し
、顔
を
出
し
て
、性
暴
力
の

被
害
体
験
と
加
害
者
が
起
訴
さ
れ
な
い
不
正

義
を
告
発
し
た
。
さ
ら
に
福
田
淳
一
前
財
務

省
事
務
次
官
の
取
材
記
者
へ
の
セ
ク
ハ
ラ
問

題
は
報
道
現
場
の
対
応
を
促
し
た
。
相
次
ぐ

告
発
に
よ
り
、「
メ
デ
ィ
ア
で
働
く
女
性
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
」
が
結
成
さ
れ
、取
材
対
象
者
の
セ
ク

ハ
ラ
発
言
を
放
置
し
な
い
「#M

e Too

」
運

動
が
展
開
さ
れ
た
。
衆
議
院
第
一
議
員
会
館

で
の
緊
急
院
内
集
会
を
は
じ
め
、
数
百
人
の

男
女
が
新
宿
ア
ル
タ
前
で
開
催
し
た
「
＃
私

は
黙
ら
な
い
０
４
２
８
」、各
地
で
の
「
５
月
７

日
セ
ク
ハ
ラ
許
さ
ん
全
国
行
動
」な
ど「#M

e 
Too

」
運
動
は
広
が
っ
て
い
る
。
同
時
に
、
告

発
し
た
被
害
者
を
孤
立
さ
せ
な
い
、
バ
ッ
シ
ン

グ
を
許
さ
な
い
連
帯
を
示
す
「#W

ith Y
ou

（
あ
な
た
と
共
に
）」
運
動
も
広
が
っ
て
い
る
。

　
　
　
　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
Ｓシ

ー

ン

Ｅ
Ａ
Ｎ

理
事
長　

小
川 

真
知
子
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ど
う
ぞ
、よ
か
っ
た
ら
」。
本
棚
の

前
の
テ
ー
ブ
ル
で
試
し
読
み
を

し
て
い
る
と
、さ
ん
ぴ
ん
茶（
注
）が
目
の

前
に
置
か
れ
た
。
茶ち

ゃ
た
く托
に
は
一
口
サ
イ

ズ
の
黒
糖
菓
子
。
沖
縄
の
青
い
海
と
同

じ
色
を
し
た
グ
ラ
ス
が
清す

が
す
が々
し
い
。

　

神
戸
市
東
灘
区
、
阪
急
岡
本
駅
す

ぐ
近
く
の
路
地
。
小
さ
い
け
れ
ど
目
を

引
く
「
ま
め
書
房
」の
看
板
が
、古
い
マ

ン
シ
ョ
ン
の
一
室
を
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
し

た
店
内
に
誘

い
ざ
な
う
。
沖
縄
の
本
と
工
芸

を
中
心
に
扱
う
こ
の
店
を
２
０
１
５
年

８
月
に
開
店
し
た
の
は
、店
主
の
金
澤

伸
昭
さ
ん
と
由
紀
子
さ
ん
夫
妻
だ
。

　

本
と
音
楽
を
愛
す
る
夫
。

工
芸
に
思
い
を
寄
せ
る
妻
。
そ

し
て
決
し
て
忘
れ
去
り
得
な

い
戦
争
の
記
憶
。
若
い
こ
ろ
か

ら
何
度
と
な
く
旅
し
た
沖
縄

で
、
風
土
や
文
化
の
奥
深
さ

や
、人
の
優
し
さ
を
実
感
し
て

き
た
夫
妻
は
、そ
の
多
面
的
な
魅
力
を

多
く
の
人
に
発
信
す
る
場
を
構
想
し

た
。
そ
し
て
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
を
辞
し
、未

経
験
の
書
店
経
営
に
着
手
し
た
伸
昭

さ
ん
を
親
身
に
な
っ
て
応
援
し
て
く
れ

た
の
は
、縁
あ
っ
て
知
り
合
っ
た
沖
縄
の

古
書
店
主
ら
だ
っ
た
。「
知
識
も
経
験

も
足
り
な
い
自
分
が
、沖
縄
の
貴
重
な

古
書
を
ち
ゃ
ん
と
仕
入
れ
て
、売
っ
て
い

け
る
の
か
…
…
」。
そ
ん
な
心
配
を
よ

そ
に
、
沖
縄
に
親
類
縁
者
も
い
な
い
伸

昭
さ
ん
を
仲
間
う
ち
の
競せ

り
市
に
迎

え
入
れ
る
な
ど
、
実
に
き
め
細
や
か
な

配
慮
を
し
て
く
れ
た
。

　

本
は
新
刊
と
古
書
を
区
別
せ
ず

テ
ー
マ
別
に
配
架
さ
れ
、

店
内
の
工
芸
品
、
雑
貨
、

食
品
、Ｃ
Ｄ
な
ど
か
ら
も

沖
縄
の
さ
ま
ざ
ま
な
魅

力
が
伝
わ
る
。
夫
妻
と

の
沖
縄
談
義
は
も
ち
ろ

ん
、
時
に
は
沖
縄
料
理

店
と
コ
ラ
ボ
し
た
食
の
イ

ベ
ン
ト
な
ど
で
、
見
知
ら
ぬ
お
客
同
士

が
テ
ー
ブ
ル
を
囲
み
交
流
を
深
め
る
こ

と
も
。

　
「『
ま
め
』は
実
直
さ
や
誠
実
さ
を
表

す
言
葉
で
す
ね
。
沖
縄
の
暮
ら
し
や
伝

統
も
、ま
さ
に
『
ま
め
』の
心
だ
と
思
い

ま
す
。私
た
ち
も
そ
れ
を
引
き
継
い
で
い

き
た
い
」。
伸
昭
さ
ん
は
そ
う
話
す
。

編
集
委
員　

村
岡 

正
司

「
ま
め
書
房
」

まめ書房　
神戸市東灘区岡本1-12-26 マンション藤105

（阪急岡本駅徒歩2分・JR摂津本山駅徒歩4分）
電話090-8209-3730
営業時間　11:00～19:00　水・木曜定休
http://mameshobo.weebly.com
Instagram, Facebook, Twitter：mameshobo

ア ゴ ラ

第57回

人の話をきちんと聴くのは
難しい。支援を求めるそ

の人が言語化できないつらさ
や混乱のもとにある状況ならな
おさらだ。人は他者の支援を求
めるまでに逡

しゅんじゅん

巡を重ねる。そし
てようやく一歩を踏み出したそ
の場で、支援者の側があらかじ
め持っている一般化された言
葉や概念に自身の経験を当て
はめられ、自らの実感と異なる
捉えられ方をすることがある。
その過程で彼らは口をつぐみ、
その場を離れることになる。支
援が届かない現場にはしばしば
こうした状況がある。
　「オープンダイアローグ」と
いう方法論は、脱施設化を目
指した精神医療の試みとして

１９８０年代のフィンランドでは
じまった。過度な薬物療法や施
設収容ではなく、ソーシャルネッ
トワークの力を最大限利用する
「治療論」として試行錯誤が重
ねられたこの手法は、統計的に
も有意な成果をあげ、近年、精
神医療の中で注目されている。
　Ｍ・バフチンの「ダイアロー
グの思想」を背景に、多

ポリフォニー

声性に
満ちた場として構想される「治
療ミーティング」には、患者本
人はもちろん、家族や彼らに日
常的に関わる多様な人が招か
れる。人々はそこでそれぞれの
紡ぐ声に耳を傾け、今後につい
て議論を重ねる。言葉にすれば
とてもシンプルで簡単に思える
が、しかし参加するみなが「対

オープンダイアローグ
ヤーコ・セイックラ／トム・エーリク・アー
ンキル著（高木俊介／岡田愛訳）、
日本評論社、2016年 3月、
2200円＋税

話」の本質を「他者への応答」
と捉えていなければ、この場は
有効に機能しない。「対話を拓

ひら

く」という思想は、「関係の固有
性」に徹底して立つことを意味
する。「わたしの問題は誰にも
代弁できない」からこそ、一般
化された方法ではなく、そこに
関わるすべての人の声を拾うこ
とで関係の再構築が模索され
る。それは「精神医療問題」を
「社会的問題」に投げ返す試
みなのである。
　人の劇的な変化は「互いに
聴かれる」ことで起きる「関係
の変化」から生じる。そのこと
を本書は明確に示している。

編集委員　工藤 宏司

（
注
）
半
発
酵
茶
に
マ
ツ
リ
カ
（
ジ
ャ
ス
ミ
ン
）
の
香
り
を
付
け
た
ジ
ャ
ス
ミ
ン
茶
の
一
種
。
沖
縄
で
は
日
常
的
に
飲
ま
れ
て
い
る
。
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シ ネ マ

～市民視点のドキュメンタリー映画を紹介する

第49回

ひとり親世帯の実態調査
は厚生労働省が5年ごと

に実施しているが、よりきめ細
かい実態把握をと「しんぐるま
ざあず・ふぉーらむ・関西」が「連
合・愛のカンパ」地域助成を受
け、２０１７年に独自調査を行っ
た。本書はその報告書である。
　同団体は、離婚・死別・非婚で
シングルマザーになった女性を
中心に、１９８４年に発足。回収
した調査票は１６１件と多くはな
いが、設問や選択肢、分析の視
点に当事者感覚が盛り込まれ
ている。
　例えば、厚生労働省の調査
より詳細な「離婚で子連れシン
グルになった理由」は、半数以
上が「精神的虐待」であり、「身

体的暴力」も34％ある（重複回
答）。住居に関する自由回答の
「ＤＶで元夫に居場所を知らせ
られなかったため、月10万円ほ
どのマンスリーマンションを一
時的に2カ月ほど利用する必要
があり大変でした」などと合わ
せて読むと、個々の困難な状況
があとどれほどあるのかと考え
させられる。
　経済状況は、本人収入が年
収５００万円を超えるケースも
ある一方で、57・１％が世帯収
入２５０万円未満の貧困世帯と
なっている。「大きな出費の時
は借金しないとのりきれないの
でトリプルワークしている」「習
い事もさせてやれないので中
学校ではっきり差がつきまし

関西在住の子連れ
シングル女性たち

「ひとり親家族の保護者と子ど
もたちの生活実態と課題に関す
る調査」より

NPO法人しんぐるまざあず・ふぉーら
む・関西、2018年4月、500円（税
込・送料別、購入は発行団体のウェ
ブサイトで可能）

た。子は２人とも不登校」「奨学
金という名の借金で押しつぶさ
れそう」など、深刻な声が心に
迫る。
　「お金のことばかり考えない
毎日を過ごしてみたい」。それ
ぞれに覚悟を持って次世代の
人間を育てる責任を引き受けた
人たちが、そんな状況であって
いいのか。そう考えていたら涙
が出てきた。「調査報告書」であ
りながら、人の心を動かす。市
民活動の現場から客観的な調
査分析を発信する重要性を、改
めて思う。

編集委員　百瀬 真友美

ラ イ ブ ラ リ ー

第27回

視
覚
・
聴
覚
障
害
者
に
と
っ
て
、映

画
は
ハ
ー
ド
ル
が
高
い
。
先
日
、

私
が
監
督
し
た
記
録
映
画
『
夜
明
け

前　

呉
秀
三
と
無
名
の
精
神
障
害
者

の
１
０
０
年
』の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
版
製
作

の
た
め
、視
覚
障
害
者
を
対
象
と
し
た

音
声
ガ
イ
ド
を
付
け
る
作
業
に
立
ち

会
っ
た
。

　

音
声
ガ
イ
ド
は
、
映
像
画
面
を
い
か

に
端
的
か
つ
的
確
に
、そ
し
て
情
緒
も

入
れ
て
伝
え
ら
れ
る
か
が
求
め
ら
れ

る
。
誰
が
観み

て
も
わ
か
る
よ
う
に
と
意

識
し
て
作
っ
た
映
画
だ
っ
た
が
、そ
れ
は

健
常
者
に
対
し
て
だ
け
で
、
今
回
、
自

分
自
身
が
い
か
に
障
害
者
へ
の
配
慮
を

欠
い
て
い
る
か
痛
感
し
た
。
映
画
を
十

分
に
楽
し
ん
で
観
て
も
ら
う
に
は
ど
う

す
れ
ば
よ
い
か
を
話
し
合
い
、学
ぶ
こ
と

が
多
か
っ
た
。

　

こ
の
作
品
は
、１
０
０
年
前
に
活
躍

し
た
精
神
科
医
・
呉く

れ
し
ゅ
う
ぞ
う

秀
三（
注
１
）の
半

生
を
描
き
、
近
代
日
本
が
歩
ん
だ
精

神
科
医
療
史
を
見
つ
め
直
す
こ
と
を

目
的
と
し
て
い
る
。
有
効
な
治
療
法
が

な
か
っ
た
当
時
、多
く
の
精
神
障
害
者

は
「
精
神
病
者
監
護
法（
注
２
）」
と
い

う
法
律
の
下
で
自
室
に
設
け
ら
れ
た

座
敷
牢ろ
う（
私
宅
監
置
室
）に
隔
離
さ
れ

て
い
た
。
呉
は
そ
の
現
状
を
打
開
す
べ

く
、
私
宅
監
置
室
の
全
国
調
査
を
行

い
、
精
神
障
害
者
の
処
遇
改
善
に
奔

走
し
た
。
そ
の
報
告
書
の
中
に
「
我
が

邦
十
何
万
の
精
神
病
者
は
、実
に
こ
の

病
を
受
け
た
る
の
不
幸
の
外
に
、こ
の

邦
に
生
ま
れ
た
る
の
不
幸
が
重
ぬ
る
も

の
と
い
う
べ
し
」と
い
う
一
節
が
あ
る
。

精
神
病
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
で
受

け
る
不
幸
だ
け
で
な
く
、ま
と
も
な
医

療
を
与
え
よ
う
と
し
な
か
っ
た
国
に
生

ま
れ
た
不
幸
が
重
な
る
と
、呉
は
痛
烈

に
批
判
し
て
い
る
。

　

映
画
の
後
半
、
あ
る
精
神
科
医
の

先
生
が
、「
呉
先
生
の
功
績
を
ま
と
め

て
い
う
な
ら
ば
、
患
者
さ
ん
を
人
と
し

て
診
て
い
た
」、
そ
し
て
「
そ
の
思
想

は
、
今
日
も
っ
と
も
重
要
な
テ
ー
マ
に

な
っ
て
い
る
」
と
言
っ
て
い
る
。
当
た
り

前
の
よ
う
に
思
う
こ
と
が
、
今
な
お
蔑

な
い
が
し

ろ
に
さ
れ
て
い
る
現
実
が
浮
か
び
上
が

る
。

　

バ
リ
ア
フ
リ
ー
版
の
試
写
に
参
加
し

た
視
覚
障
害
者
の
お
一
人
が
「
私
た

ち
の
周
り
で
も
最
近
ま
で
家
か
ら
出

し
て
も
ら
え
な
い
と
い
う
現
実
は
よ
く

あ
っ
た
」と
話
し
て
く
だ
さ
っ
た
。
私
は

「
こ
の
国
に
生
ま
れ
た
る
の
不
幸
」
と

い
う
言
葉
の
重
み
を
、
改
め
て
教
え
ら

れ
た
。

（
注
１
）
１
８
６
５
〜
１
９
３
２
。
東
京
帝
国
大
学
・
精
神
病
学
教
室
教
授
。
日
本
の
精
神
科
医
療
の
基
礎
を
築
い
た
人
物
。

（
注
２
）
１
９
０
０
年
制
定
。
精
神
病
者
の
人
権
保
護
や
治
療
の
た
め
で
は
な
く
、
精
神
病
院
、
施
設
、
私
宅
な
ど
へ
の
監
置
を
法
に
よ
っ
て

　
　
　

規
定
し
た
。

今
月
の
作
品
「
夜
明
け
前　
呉
秀
三
と
無
名
の
精
神
障
害
者
の
１
０
０
年
」

ナレーション：竹下景子
プロデューサー：中橋真
紀人
監督：今井友樹
製作：記念映画製作委員
会（日本精神衛生会／きょう
されん／イメージ・サテライト）
2018 年／ 66 分／ドキュメ
ンタリー／日本語・英語・バ
リアフリー
上映日程は、きょうされんサイトの本映画特設コーナーに掲載

1979年岐阜県生まれ。日本映画学校（現・日本
映画大学）卒業後、日本各地の基層文化を映像
で記録・研究する民族文化映像研究所に入所。
所長の姫田忠義に師事し、映像制作に関わる。現
在、株式会社工房ギャレットの代表を務める。

●今月の館主

今
い ま い

井  友
と も き

樹 イラスト：杉浦 健


